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接 触 確 認 ア プ リ

第一線の専門家が集結し多角的に検証、

実装までを既に完了させています。
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これらは、すでに解決済みです！

都道府県や保健所、医療関係者にヒアリングを重
ね、現実的なアーキテクチャを採用

● プライバシー専門家チームによる協力
● EU(GDPR)水準のレビュー実施

複数の保健所にヒアリングを行い現場のワークフ
ローを把握した上で設計

Apple / Google共通規格を前提として実装完了

UI/UX, ブランディング専門家チームがユーザの心
理に配慮した設計を完了
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我が国における接触確認アプリの早期実現に向け、関係各所へヒアリングを行い必須要件を洗い出した

上で、達成に向けた検討及び第三者レビューを重ねた後、実装を行いました。

現時点で考慮すべきアプリ提供上の課題は解決済み

アプリ開発の課題は多い

陽性判定者との濃厚接触を迅速に通知する
実装

国際的に陽性判定者と濃厚接触者のプライ
バシー保護を実現している必要がある

医療崩壊。保健所の負担が大きいとオペ
レーションが成立しない

Apple / Google共通規格がなければ端末
間通信の安定性が著しく欠如する

国民の不安と懸念払拭。大多数が利用しな
ければ有意な行動変容につながらない



アプリケーションUIも実装完了
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デザイン、情報設計の専門家チームが入り、最大限インストール数が伸びるよう、
国民の不安をできるだけ抑え、安心して使ってもらうための機能を設計、メッセージ・ビジュアルまで作り込み済み

設計上の配慮
● 誤解が発生する余地を減らす（検知誤差、技術的限界、通知のタイミング、プライバシー保護の仕組みな
ど、きちんと理解できるように設計する必要があり、検討を重ねている）
● 国民の適切な行動変容を促す
● 安全安心なアプリだと実感できる
の３つを達成することを目標にしている

接 触 確 認 ア プ リ



Appendix
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基本要件とCode for Japanの実装状況
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①人と人の接触検知
　(BLE通信)

③提供データの妥当性検証

②ユーザ(陽性者)自身のデータ提供

④陽性者に関するデータ配信

実装完了

電波強度等のチューニ
ングを実施中。
Apple/Google APIへ
の移行を前提として実
装。

基盤実装完了

I/F開示後接続部分を実装予定

実装完了

Apple/Google 両者と複数回の
技術ディスカッションを経て実装。
Apple/Google 方式にも即応。

Apple / Google  APIのカバー範囲

4月10日（米国時間）発表の
Apple社とGoogle社の共通規格へ

対応すべく両社と
ディスカッションを既に開始

※対応も即可能

⑤端末内判定処理



プライバシー配慮とセキュリティ実装
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匿名IDの有無のみを
判定

完全匿名のランダムID
を日毎に生成

匿名ID等の機微情報はユー
ザーに紐付かない形で管理
し、事後処理過程でも個人と
は紐付けを行わない

アップロード時に同意取得
(同意撤回も可能)

サーバーではユーザーマッチン
グを行わず、端末側で判定

サーバ側のAPIは認証
認可機構で保護

セキュアコーディング、STRIDE分析によるセキュア実装、
複数回のセキュリティ /情報保護有識者RVおよびフィールドテストを実施。

①人と人の接触検知
　(BLE通信)

③提供データの妥当性検証

②ユーザ(陽性者)自身のデータ提供

④陽性者に関するデータ配信⑤端末内判定処理



アプリケーション理論 
公衆衛生上の有益性とプライバシーはトレードオフの関係であり、アプリ使用下でどの程度感染者を減少できるか検討中。

発症から3.55日以内に通知すると、27%の感染減少ができる
（1000人のagent baseモデル：避難所などを想定）
→　早期発見/検査が非常に大事である。

広く国民に理解してもらえるように、アプリの基本

的な理論を構築している。

使用したパラメーター 一覧
(COVID-19の潜伏期間,診断までにかかった日数, 等)


